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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本電気制御機器工業会（NECA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて

日本産業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した

日本産業規格である。これによって，JIS C 8201-5-1:2010 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 C 8201-5-1：2022 
 (IEC 60947-5-1：2016) 

低圧開閉装置及び制御装置－ 

第 5-1 部：制御回路機器及び開閉素子－ 

電気機械式制御回路機器 

Low-voltage switchgear and controlgear- 

Part 5-1: Control circuit devices and switching elements- 

Electromechanical control circuit devices 

 
序文 

この規格は，2016 年に第 4 版として発行された IEC 60947-5-1 を基に，技術的内容及び対応国際規格の

構成を変更することなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

1 一般 

1.1 適用範囲 

この規格は，開閉制御装置及び制御装置の制御，信号，インターロックなどを目的とする制御回路機器

及び開閉素子について規定する。 

この規格は，定格電圧が交流 1 000 V 以下（1 000 Hz 以下の周波数）又は直流 600 V 以下の制御回路に

適用する。ただし，交流又は直流 100 V 以下の使用電圧に関しては，4.3.2.2 参照。 

この規格は，次に示す各種の制御回路機器に適用する。 

－ 手動制御スイッチ，例えば，押しボタンスイッチ，ロータリスイッチ，フットスイッチ 

－ 時延作動又は瞬時作動の電磁作動制御スイッチ，例えば，接触器形リレー 

－ パイロットスイッチ，例えば，圧力スイッチ，温度スイッチ（サーモスタット），プログラマ 

－ 位置検出スイッチ，例えば，機械部品又は機構部品によって操作する制御スイッチ 

－ 制御用回路附属機器，例えば，表示灯 

注記 1 制御回路機器は，制御スイッチ，表示灯などの附属機器を含む。 

注記 2 制御スイッチは，開閉素子及び操作部を含む。 

注記 3 開閉素子とは，接点素子（有接点）又は半導体素子（無接点）のことである。 

この規格は，他の機器（その主回路が他の規格で規定されている。）に使用する次の開閉素子にも適用す

る。 


